
   
 

 

 

「令和７年度 第 1 回佐渡クルーズ船二次交通連絡会」を開催します 
 

この度、離島である佐渡特有の地域特性によるクルーズ船寄港時の二次交通の改善に向けて、関

係者間での情報共有等を目的とした、「佐渡クルーズ船二次交通連絡会」を設立し、第 1 回連絡会を

開催いたします。 

今年度は、北陸地方整備局が佐渡において計画している「クルーズ船寄港時におけるシャトルバス

等運行の現地実証」の効果を検証し、二次輸送体制の確保に向けた検討を行います。 

※現地実証事業は、シャトルバス等を活用した実証事業を行うことにより、適切なルートや採算のとれる料金設

定や経費配分、運行本数、必要な施設等を検討し、二次輸送体制の確保を進めることを目的としています。 

 

■開催概要 

 

 １．日 時   令和７年５月２６日（月） １３：００～１５：００ 
 

 ２．場 所   佐渡市役所 大会議室（佐渡市千種 232 番地） 

         対面・オンライン（Microsoft Teams）併用形式で開催 
 

 ３．構成員   「別紙１」のとおり 
 

 ４．内 容（予定） (1)連絡会の設立について 

           (2)現地実証事業計画（案）について 

6 月 6 日（金）に小木港寄港予定である「ﾊﾝｾｱﾃｨｯｸ･ｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝ」を

対象に１回目の「クルーズ船寄港時におけるシャトルバス等運行の

現地実証」を計画 

 

 ※撮影及び取材は(1)のみとし、(2)については非公開とさせていただきます。 

 

取材を希望される方は、別紙２に必要事項を記入の上、５月２３日（金）１５時までにメールもしくは 

FAXにてお申し込みをお願いいたします。 

 

 

 

北陸地方整備局 

記者発表資料 

  配 布 日 時 

令和７年５月２０日 

 

＜問い合わせ先＞  

国土交通省 北陸地方整備局 港湾空港部  

クルーズ振興・港湾物流企画室長 水内（みずうち） 

課長補佐 早田（わさだ） 

TEL 025-370-6706 

発表記者クラブ 

 新潟県政記者クラブ 

 新県政記者クラブ 

 専門紙 



佐渡におけるクルーズ船寄港予定 （参考資料）

NO. 日付 船名 総トン数(t) 定員(人) 寄港場所

1 ４月２日（水） ﾙ･ｼﾞｬｯｸ・ｶﾙﾃｨｴ 9,988 184 小木港

2 ５月１０日（土） ｼｰﾆｯｸ・ｴｸﾘﾌﾟｽⅡ 17,592 228 小木港

3 ６月６日（金） ﾊﾝｾｱﾃｨｯｸ・ｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝ 15,651 230 小木港

4 ７月２０日（日） 三井オーシャンフジ 32,477 458 両津港

5 ９月２０日（土） 飛鳥Ⅲ 52,200 740 両津港

6 １０月１日（水） 飛鳥Ⅱ 50,444 872 両津港

7 ３月２７日（金） ﾙ･ｼﾞｬｯｸ・ｶﾙﾃｨｴ 9,988 184 小木港

出典：新潟県ホームページ掲載「2025年新潟県内港クルーズ船寄港予定・実績」をもとに北陸地方整備局作成

青文字：寄港済み



佐渡における現地実証事業と二次輸送体制の確保に向けた検討

○令和５年３月に国際クルーズの運航が本格的に再開されて以降、クルーズ船寄港時のバス等の二次交通不足により、ツ
アーバスの確保が困難となり、乗客の満足度低下や経済効果拡大の機会損失に繋がっている状況。
○佐渡地域においても、令和６年７月の世界文化遺産登録を契機に、今後更なる観光客の増加が見込まれる中で、クルーズ
船寄港時の二次輸送体制を確保するために、シャトルバス等の活用が期待されるところ。

○離島である佐渡特有の地域特性によるクルーズ船寄港時の二次交通の改善に向けて、関係者間での情報共有等を目的
とした、「佐渡クルーズ船二次交通連絡会」を設立。今年度は、北陸地方整備局が佐渡において計画している「クルーズ船寄
港時におけるシャトルバス等運行の現地実証」の効果を検証し、二次輸送体制の確保に向けた検討を行う。

現状・課題

事業内容

○クルーズ船寄港時におけるシャトルバス等運行の現
地実証を実施し、効果的な運行の在り方を検証
○二次交通の改善によって生じた新たな消費による経
済効果について検証
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佐渡金銀山ガイダン
ス施設「きらりうむ佐
渡」へ向かうルート

小木の市街地

小型電動車を使用し、
地元の個人商店等を巡
る周遊ルート

■実施日 令和７年６月６日

※グリーンスローモビリティ：時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス

（参考資料）

自由に設定

ハイスペック車両を使用し、
利用者の要望に応じてルー
トを決定
通訳兼ガイドが案内を行う

高級ﾀｸｼｰ



 

 

所属 役職 

地元関係 

（佐渡） 

佐渡市観光文化スポーツ部観光振興課 課長 

佐渡市企画部交通政策課 課長 

一般社団法人 佐渡観光交流機構 事務局長 

佐渡汽船株式会社 グループ企画業務部 常務執行役員 

新潟交通佐渡株式会社 営業部部長 

交通関係団体 

公益社団法人 新潟県バス協会 専務理事 

公益社団法人 新潟県観光協会 常務理事 

一般社団法人 新潟県ハイヤー・タクシー協会 専務理事 

行政関係 

北陸地方整備局 

港湾空港部  

クルーズ振興・港湾物流企画室 
室長 

新潟港湾・空港整備事務所 

企画調整課 
課長 

北陸信越運輸局 

自動車交通部 旅客課 課長 

観光部 観光企画課 課長 

新潟県 

交通政策局 港湾振興課 課長 

観光文化スポーツ部  

国際観光推進課 
課長 

佐渡地域振興局 地域振興監 

    

 

別紙１ 



 

 

令和７年度 第 1 回佐渡クルーズ船二次交通連絡会 

取 材 申 込 書 

 

 

北陸地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室 あて 

申込メールアドレス ： pa.hrr-koudo84@gxb.mlit.go.jp 

申込FAX番号 ： ０２５－２８０－８７８３ 

申込期日：５月２３日（金）１５時 

 

 

お名前 

 

ご所属（会社名） 

 

ご連絡先（電話番号） 

 

ご連絡先（メールアドレス） 

 

別紙２ 


